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特集：リサーチ・ナビ―調べものに役立つWebサービス――
【リサーチ・ナビのコンテンツ】

新聞をさがす

参考書誌研究・第71号（2009・11）

堀越　敬祐

１．新聞をさがすには

特定の新聞をさがしたり新聞について調べたりするときに役立つツールと
して、リサーチ・ナビ上のコンテンツに「新聞をさがす」がある。
リサーチ・ナビトップページの「本の種類からさがす」から「新聞」を選
択することでアクセスでき、当館の所蔵資料を検索できる「NDL-OPAC」及
び図書館や新聞社など国内約1,300機関の新聞の所蔵を調べることができる
「全国新聞総合目録データベース」（新聞総目）にリンクを設けている他、新
聞について調べる際に調査の手助けとなる「調べ方案内」及び当館の新聞資
料室の利用案内が掲載されている（図１）。

２．さがしにくい新聞があるときに

当館では閉架書庫内の資料請求は、館内に配置されたNDL-OPAC端末を
通じて行われるが、新聞資料室における新聞の閲覧請求は、紙の請求票を使
用している。これは新聞の書誌が複雑で、利用者が一見しただけでは自分の
求めている資料の特定が難しく、多くの場合はカウンターで職員が利用者の
リクエストを聞いて、適切に案内する必要があるからである。
例えば、NDL-OPACで「朝日新聞」と検索すると、和雑誌新聞で124件も
ヒットする。「朝日新聞　東京」で絞り込んでも11件である。以下はそれら
の書誌に説明を加えた表である（表１、２）。
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　表１：「朝日新聞　東京」のNDL-OPAC検索結果

① 　朝日新聞．大正編．─復刻版．─日本図書センター，1988─2008
　所蔵　9309号（明治45年７月１日）─14590号（昭和１年12月31日）
大正時代の朝日新聞［東京］を復刻したもの。明治編（項番⑥）の続きで項番⑦
へ続く。
② 　朝日新聞［マイクロ資料］．地方版．東京．─ニチマイ
　所蔵　昭和28年１月１日─
東京都内の地域面だけ集めたマイクロフィルム。
③ 　朝日新聞 .［東京］．─朝日新聞東京本社，1888─ 
所蔵　1076号（明治21年７月10日）─

オリジナルの原紙。最新の４か月分は開架。それ以前は利用できない。

図１　新聞をさがす
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　表１：「朝日新聞　東京」のNDL-OPAC検索結果（続き）

④ 　朝日新聞［マイクロ資料］．［東京］．─国立国会図書館
　所蔵　1076号（明治21年７月10日）─
項番③のマイクロフィルム。
⑤　朝日新聞 .［東京］．─縮刷版．─朝日新聞社，［1919］─
　所蔵　11865号（大正８年７月１日）─
朝日新聞オリジナルの縮刷版。一部は保存用のため利用できない。
⑥　朝日新聞．明治編．─復刻版．─日本図書センター，1992─2002
　所蔵　1076号（明治21年７月10日）─9308号（明治45年６月30日）
明治時代の朝日新聞［東京］を復刻したもの。大正編（項番①）へ続く。
⑦　朝日新聞縮刷版．［東京］．─復刻版．─日本図書センター，1987─2006
　所蔵91号（昭和２年１月号）─306号（昭和19年12月）；昭和20年上半期─昭和
21年下半期；no.307（昭和22年１月）─no.414（昭和30年12月）
昭和30年までの朝日新聞［東京］を復刻したもの。大正編（項番⑥）からの続き。
⑧　朝日新聞．〔東京本社地方集刷版〕．／朝日新聞東京本社．─朝日新聞東京本
社，［1─ ─ ─］─
　所蔵　16668号（昭和７年９月20日）─19485号（昭和15年６月30日）
東京本社発行の地域面だけ集めた製本原紙。保存用のため利用できない。
⑨　東京朝日新聞［マイクロ資料］．地方版/朝日新聞東京本社．─国立国会図書
館，1999
　所蔵　16668号（昭和7年９月20日）─19485号（昭和15年６月30日）
項番⑧のマイクロフィルム。
⑩　夕刊朝日新聞 .［東京］／朝日新聞東京本社．─朝日新聞東京本社，1949─1951
　所蔵　１号（昭和24年12月１日）─650号（昭和26年９月30日）
戦後の一時期、独立した巻号を付して刊行されていた夕刊。項番⑤に吸収される。
保存用のため利用できない。
⑪　夕刊朝日新聞［マイクロ資料］．［東京］．─国立国会図書館
　所蔵　１号（昭和24年12月１日）─650号（昭和26年９月30日）
項番⑩のマイクロフィルム。
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　表２：表１の資料に収録される時期
明治 大正 昭和～平成

原紙 ③ ⑩
マイクロ ④ ⑪
復刻 ⑥ ① ⑦

縮刷 ⑤

地方原紙 ⑧
地方
マイクロ ⑨ ②

縮刷版やマイクロフィルムといった原本代替資料がある場合は、原則的に
原紙の利用ができない。朝日新聞の東京本社版は、基本的に縮刷版またはマ
イクロフィルムでの利用となる。この他にも電子情報提供端末で利用できる
『聞蔵Ⅱビジュアル』（「朝日新聞」、「AERA」、「週刊朝日」の全文データベー
ス）と『朝日新聞戦前紙面データベース』がある。また、資料室内に開架さ
れた最新３～４か月分の『朝日新聞［東京］』は、所蔵していることすら画面
上ではわからない。そして、この中でも特に利用が多い『朝日新聞［マイク
ロ資料］［東京］』は、NDL-OPAC上の所蔵詳細が163ページに及ぶ（所蔵詳
細はソートの変更や絞り込みができない）。
以上はやや極端な事例であるが、他の全国紙も概ね同様の傾向があり、ま
た、他の新聞はそれなりのさがしにくさがある。このような問題の解決の一
助となるのが、リサーチ・ナビ「新聞をさがす」上の「調べ方案内（しらべ
るヒント）」のページである。
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２．１　調べ方案内（しらべるヒント）
「調べ方案内（しらべるヒント）」のページには「新聞全般」、「各産業に関
する主要専門新聞（業界紙）について」、「アジア関係新聞について」、「その
他」の４項目が設定されている（図２）。各項目のあらましを紹介する。

２．１．１　新聞全般
新聞資料室では全国紙、地方紙、業界紙、政党紙、スポーツ紙など、約
8,800タイトルに上る日本語の新聞と、主要な外国紙約1,200タイトルが利用
できる。古いものは明治初期のものから（外国紙のマイクロフィルムでは18
世紀のものもある）、最新のものは刊行継続中の日本語新聞約2,000タイト

図２　調べ方案内（しらべるヒント）
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ル、外国紙約200タイトルがある。形態としては従来からの紙媒体のほか、
マイクロフィルム、電子情報提供サービス上で利用する電子資料がある。紙
媒体は原紙と縮刷版・復刻版に分けられる。戦前までの新聞はほぼ全てマイ
クロ化されている。また、日本新聞教育文化財団との契約に基づき、54タイ
トルが発行から数か月の間にマイクロ化されている。マイクロ化済みの原紙
は、保存のため原則として利用に供していない。
当館には、新聞資料室の他にも新聞資料を扱う複数のサービスポイントが
存在する（後述のコラム参照）。
①新聞資料室開架資料一覧（最近の新聞）
最新数か月分を新聞資料室で開架している新聞は94タイトルある。その
一覧をこのページで示している。開架期間は２～８か月とばらつきがある
が、これは原本代替資料が利用可能となるか、別に受け入れている原紙（正
本）が製本されて利用可能となるまでの間、開架しているためである。
一般紙（地域別）、スポーツ紙、業界紙、英字紙、政党紙の順に排列し、開
架期間の終了後に利用することになるマイクロフィルムまたは製本原紙の請
求記号とその所蔵期間を列記している（図３）。

図３　新聞資料室開架資料一覧（最近の新聞）
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②新聞資料室開架資料一覧（縮刷版）
利用が多い縮刷版は新聞資料室に開架している。その数は33タイトル。開
架縮刷版の閲覧、複写に当たって、当該資料の請求記号を転記、入力する必
要はないので、タイトルと所蔵期間のみ記したシンプルなページになってい
る。幾つかの縮刷版は、所蔵年月次以降CD-ROM等の電子資料へと形態を変
更しているが、それらについては電子資料室での利用となる旨を明記すべく
今後改訂する予定である（図４）。

図４　新聞資料室開架資料一覧（縮刷版）
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③スポーツ紙の所蔵
他機関の所蔵が少ないせいか、利用が多い。現在刊行中の24タイトルにつ
いてタイトル、所蔵期間、請求記号、開架の有無を掲載している（図５）。

図５　スポーツ紙の所蔵
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④業界紙の所蔵
業界紙は開架している資料を中心に、創刊年や発行部数等から総合的に判
断した代表的なもの、利用が多いもの28タイトルを掲載している。タイト
ル、所蔵期間、請求記号、開架資料の有無、改題前紙がある場合はそのタイ
トルを掲載している。各産業に関するより詳細な業界紙の案内は、「各産業に
関する主要専門新聞（業界紙）について」（２．１．２参照）から同じリサー
チ・ナビ内の「産業情報ガイド」に対してリンクを設けている（図６）。

図6　業界紙の所蔵



−63−

⑤新聞切抜資料
昭和23年から平成４年までの国内主要日刊紙の記事を分類別にファイル
した当館独自の資料「新聞切抜資料」の解説と利用方法を紹介する。新聞切
抜資料は戦後およそ50年間の特定テーマを編年で通覧するには有用なツー
ルながら、切抜と台紙の劣化により複写禁止としており、元の新聞を収録し
たマイクロフィルム等から複写することになる。また、検索が不便な点が今
後の課題である。平成20年度の閲覧数は250冊である（図７）。

図７　新聞切抜資料

当館における新聞と雑誌の区別は、
『国立国会図書館「日本目録規則　1987
年版改訂３版第13章　継続資料」逐次
刊行物適用細則について』において、
（１）大きさが36cm以上のもの（２）
折っただけで綴じがないもの（３）表
紙にも記事があり，表紙と本文が同一
紙質のものを原則的に新聞扱いとして
いる。形態に変更があれば、変更が生
じた号より新聞と雑誌の区分を切り替
えることになる（所管課、排架場所、

請求記号の変更、書誌データの新規作
成）。しかし実情としては、自治体の広
報紙などでA３またはB４サイズから
A４サイズへの形態変更が多く行われ
ているが、区分の切替えは利用に不便
を伴うため、新聞→雑誌の区分変更が
適用される事例は非常に少ない（雑誌
→新聞は、雑誌のサイズに合わせた書
架に納まらなくなる問題があるため、
区分変更が行われる）。

新聞と雑誌の区分
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⑥新聞の所蔵機関を調べるには
「新聞をさがす」にリンクを設けた「全国新聞総合目録データベース」（新
聞総目）のほか、新聞の所蔵機関を検索できるサイトを２件掲載している。
NACSIS Webcatは、新聞総目に参加していない機関（数は少ない）の所蔵を
調べられる。区市町村立図書館新聞雑誌総合目録も、参加機関が東京都下の
公共図書館なので新聞総目の収録範囲に包含されるが、こちらは分館のレベ
ルで所蔵の確認ができる点に優位性がある（図８）。

図８　新聞の所蔵機関を調べるには

1945年９月から1949年10月までの
間、連合国最高司令官総司令部（GHQ
／ SCAP）民間検閲部隊（CCD）が検
閲の際に使用した日本の出版物のコレ
クション。
新聞・通信約18,000タイトルの他、

図書、雑誌、地図、ポスター等からな
り、検閲時の書き込み等がある資料が
多数存在する。
文庫名は、当時GHQ参謀第２部（G

Ⅱ）に所属し、この資料を米国（メリ
ーランド大学）に持ち帰り、保存に尽
力した歴史学者ゴードン・W・プラン
ゲ氏に由来する。
当館では、マイクロ化された、雑誌、
新聞を憲政資料室で、収集中の児童書
を国際子ども図書館で所蔵している。
新聞の検索については、NDL-OPAC
及び新聞総目から検索することができ
る。

プランゲ文庫
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⑦全国紙・地方紙の新聞社サイト集
新聞社及び通信社のサイトへのリンク集である。68件のリンクを設けてい
る（図９）。

図９　全国紙・地方紙の新聞社サイト集
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⑧スポーツ紙・業界紙の新聞社サイト集
新聞社のサイトへのリンク集である。スポーツ紙14件、業界紙21件のク
を設けている（図10）。

図10　スポーツ紙・業界紙の新聞社サイト集
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⑨各都道府県の代表的な新聞
各都道府県の代表的な新聞を調べるときに便利な参考図書５件と関連サイ
ト６件の紹介（図11）。

図11　各都道府県の代表的な新聞
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⑩各国の代表的な新聞
参考図書４件と関連サイト５件の紹介。サイトのうち２件は海外新聞を入
手できる販売店と書店である（図12）。

図12　各国の代表的な新聞
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⑪当日分の地方新聞を閲覧したいときは
東京本館の近隣で新聞資料が充実した公共図書館の代表として、東京都立
中央図書館を紹介している。一部の地方紙は当館より早く開架される（図
13）。

図13　当日分の地方新聞を閲覧したいときは
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⑫無料記事検索サービス
検索範囲が限定されるが、無料で新聞記事の検索ができるサイトが幾つか
あり、ここでは全国紙７件、地方紙、業界紙７件を紹介している（図14）。

⑬明治・大正期の新聞記事検索
検索に役立つ参考資料として図書５件、電子資料２件、サイト１件を紹介
している。この時期の新聞記事を検索できるデータベースはまだ数えるほど
しかなく、冊子体の記事集成が有効なツールとして機能している（図15）。

図14　無料記事検索サービス
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図15　明治・大正期の新聞記事検索

幕末から明治初期にかけて刊行された新聞は、当館が定めた「国立国会図書館準
貴重書等指定基準」により準貴重書に指定され、東京本館古典籍資料室で扱う。全
てマイクロ化されていて、閲覧・複写はマイクロ資料を利用する。

準貴重書扱いの新聞
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⑭明治・大正期の主な新聞とその参考文献
関東地方、関東地方以外の東日本、西日本の３ページに分け、それぞれ26
件、20件、26件の新聞を紹介している。NDL-OPACや新聞総目では刊行年
代による検索ができない（新聞総目は検索の機能としては備えているが、ど
の年代を指定しても創刊年不明のものがヒットしてしまう）ので、「明治（大
正） ○年○月に××県で発生した△△騒動について、当時の主要な新聞記事
を読みたい」というような問い合わせに有効である（図16）。

図16　明治・大正期の主な新聞とその参考文献（関東地域）
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２．１．２　各産業に関する主要専門新聞（業界紙）について
科学技術・経済情報室が作成した「産業情報ガイド」のうち、主要専門新
聞（業界紙）に関する項目へのリンク集。59件の業種にリンクを設けている。

２．１．３　アジア関係新聞について
アジア言語新聞は関西館アジア情報室で扱う。一部のタイトルは最近のも
ののみ新聞資料室でも複本を所蔵している。なお、アジア諸国で発行される
新聞でも、邦字紙や英字紙は主に新聞資料室が扱う（アジア情報室は複本を
所蔵）。
「アジア言語新聞について」は、関西館アジア情報室が作成した「アジア諸
国の情報をさがす」のページのうち、アジア諸国の新聞に関する項目へのリ
ンク集。戦前の朝鮮半島と旧満州の日本語新聞は特に利用頻度が高いが、
「1945年以前に朝鮮半島で発行された日本語新聞および洋新聞」と「1949年
以前に旧満州で発行された日本語新聞」に当館の所蔵がリストアップされて
いて、レファレンスに役立つ。

２．１．４　その他
主に人文総合情報室が作成した新聞関係の項目へのリンク集。「出版社・新
聞社の所在地」「出版統計（戦前）」「出版統計（戦後）」「文学作品の初出」の
４件。

３．今後の課題

平成20年度まで当館ホームページで公開していた「テーマ別調べ方案内」
のうち新聞関連部分をほぼそのまま移行した感が強い「新聞をさがす」であ
るが、利用者の需要を把握し、項目のさらなる拡充を図りたい。また、昨年
度から東京本館において来館利用者向けに開催している「30分でわかる 
調べ方ガイダンス」においても新聞に関するテーマを扱っている（「業界紙
（専門紙）を調べるには」「海外の新聞を調べるには」「明治・大正の新聞記事
を調べるには」等）。今後は調べ方ガイダンスの配布資料と「新聞をさがす」
の間に相互リンクを張って情報を補完し合いたい。

*　本文の内容は平成21年10月20日現在のものである。

（ほりこし　けいゆう　主題情報部新聞課）


